
⑷改善点

　 住民から の意見を 受け、 現段階の案の課題点が浮かび上がっ た（ 後述の 5. 地域から の意見に記載）。

特に下田市での継続的使用に耐えう るよう なデザイ ンの素材・ 耐久性の検討が必要と なる。 また黒船に

関し ては蒸気船であるこ と を PR でき る仕掛けが必要など、 モチーフ に対するより 深い理解が必要であ

る。 今後は下田の地形特性や歴史的背景を他都市と の比較・ 調査を行いながら 提案の内容を詰めていく 。
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▲電柱のマスト 化と 帆に見立てたフ ラ ッ グを掲げたフ ォ ト モンタ ージュ 。

b e f o r e a f te r

　 現在、 伊豆急下田駅から 主な観光目的地であるペリ ーロード に

向けて南進する観光客を主にマイ マイ 通り から 誘導し ている。 観

光客に目的地への道中で商店街を散策し ても ら う ために、 下田の

美し い港景観を活用し 、 眺めの良い川沿いを 「 港街道」 と し て観

光導線と する。 また南北の港街道から 東西の軸線に観光客が流れ

るよう な導線を作るこ と で商店街に人の往来を生み出す。

a. 大川端通り の「 港街道」 の整備

　 下田市では、 こ れまで各商店街ごと に異な

る名前、 異なる電灯を設けるなど商店街を 個

性化する策をと っ てき たが、 下田の観光イ

メ ージの強化のため、 こ れまでバラ バラ に行

なっ てき た商店街の取り 組みを統合し 、 統一

し た下田のイ メ ージ創出が求めら れている。

そこ で、 下田の歴史的資源である「 黒船」 を

モチーフ にし 、「 ク ロフ ネ商店街」 と し て町

全体で１ つの統一イ メ ージ形成を行う こ と を

提案し た。 商店街のロゴタ イ プの検討や、 商

店街で目立つ電柱・ 電線を撤去するのではな

く 黒船のマスト に見立てると いっ た案が出さ

れた。

b. 商店街における統合イ メ ージの形成

②下田市中心市街地に対する基本構想案の作成

▲下田市商店街のロゴタ イ プの検討案

▲シャ ッ タ ーによる案内と なまこ 壁を模し たク ロスをかけたイ メ ージ。

　 下田市ではなまこ 壁と 伊豆石から 成る建築

が地域の歴史景観と し て残さ れているこ と か

ら 、 提案内にも なまこ 壁のイ メ ージを用いる

こ と を 検討し ている。 また住民から の「 商店

街のシャ ッ タ ーを活用する場合には、 観光客

が立ち止まっ て情報が得ら れる仕組みを 取り

入れるなど工夫と デザイ ン性が欲し い」 と い

う 意向を 反映し 、 格子柄のク ロスを かけ、 な

まこ 壁を 模し たシャ ッ タ ーに地図情報を ペイ

ント する提案を 作成し た。

・ シャ ッ タ ーの利活用

c. 部分的な提案の例
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▲下田市中心市街地における港街道導線

伊豆急下田駅

ペリ ーロード 港街道
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下田市
[ 自然・ 歴史資源・ 地形特性 ]

商店街全体

個々の商店街

a . 観光地への導線
　 大川端通り 「 港街道」 の整備

b . 商店街における 統合イ メ ージ形成

・ シャ ッ タ ーの利活用
・ 商店街の植栽・ 交通安全性強化
・ 電柱景観の活用

c. 部分的な提案

　 提案では下田全体の俯瞰的視点から 、 商店街を 散策する人間的視点へ徐々にスケールダウンする層

（ レイ ヤー） を意識し た構成にまと めた。

マイ マイ 通り



6 . 総括

　 今回は調査と 仮提案の提出を 行っ た。 学生と 住民と の意見交換は市外部から 見た下田の魅力と 市内

部視点から の暮ら し について意見を 共有するこ と ができ 、 相互と っ て新鮮な意見・ 発想を得ら れ、 有

意義な交流と なっ た。 今後も 住民と の交流を 繰り 返し 下田の歴史的背景や地理条件の理解を さ ら に深

めながら 、 デザイ ンを つめていく 予定である。

５ . 地域への提言と 地域から の評価

　 大学から 地域への提言と し て住民に調査報告と 仮提案内容の説明

を行っ た。 その内容に対し ディ スカ ッ ショ ンを 行い、 住民の意見を

聞き 出す手法をと っ た。

④地域から の評価を 得ての反省点

　 住民から の意見によっ て、 提案が現地において継続的な策であるかと いう 点についての課題が明ら

かになっ た。 完成イ メ ージだけでなく 住民が継続的に使用し ていく こ と を念頭に置き 、 現地の気候に

おける耐候性やメ ンテナンス方法など、 導入後の持続可能性や制約を 考慮する必要性を認識し た。

・ 商店街のシャ ッ タ ーを活用する場合にも 、 観光客が立ち止まっ て情報が得ら れる仕組みを取り 入

れるなど工夫と デザイ ン性が欲し い。

・ 過去にも 活性化に関する提言を 受ける機会があっ たが、 具体

化に至っ ていない。 活性化を 現実的なも のにし て欲し い。

・ 昔から 住宅地であっ たと こ ろ を 観光地にし よう と し ていると いう こ と を 念頭に置いて、 住んでい

る人たちの暮ら し があるこ と も 忘れずに計画し てほし い。

・ 地元の人には下田の資源が日常化し てし まい良さ を アピールし き れていないので、 外から 見た下

田の良さ を伝えて欲し い。

⑵地域の意向 [ 大学に求める こ と ]

⑴学生から の提言
地エリ ア

駅

①活動に対する 評価

・ 下田市長から は学生の発想は面白いと の感想を いただいた。

・ 商店街の用途特性のマッ ピングにより 、 市街地の構成が視覚化さ れたこ と によっ て商店街の状況

を 改めて理解するこ と ができ た。

⑶地域から の評価

[ 導線計画について ]

・ 現在の南北軸のつながり が強い商店街に、 東西軸の観光導線によっ て人の流れを 生み出すこ と に

可能性を 感じ る。

②計画全体への評価

・ 大川端通り は市と し ても 整備を 検討し ており 、 実現に向けて建設課と も 調整し 、 検討を すすめる

方針である。

[ 大川端通り 整備 ]

・ 商店側と し ては、 予算が限ら れている中で、 ２ 、 3 ヶ 月で劣化し てし まう のは継続力がない。 やる

なら 風に飛ばさ れない、 劣化し にく い素材を選ぶ必要がある。

[ デザイ ン提案全般に対し て ]

・ 設置し た造形物のメ ンテナンスを配慮し てほし い。

・ 風の強い地域なので工作物の衝立は危険かも し れない。 空き 家こ そ装飾すべき だが破損し た際にす

ぐ に対処でき ないのは危険ではないか。

③個々の提案に対し て

・ マッ プの中の位置を 把握する目印は良いと 思っ た。 地元民に親し まれるよう 旧町名が位置案内に

使われると 良いのでは。

[ シャ ッ タ ー案 ]

[ 黒船による商店街全体のイ メ ージづく り ]

・ 商店街の統一イ メ ージの形成に黒船を モチーフ にするこ と には賛成だが、 セイ ルによる演出は帆

船のよう な印象を受けてし まう 。 黒船は蒸気船であるため、 それが伝わるよう なデザイ ンにし て欲

し い。（ 市長も 同様の意見あり ）

・ 案内機能があるこ と を評価する一方、 布素材を 使う こ と に関し ては耐久性の懸念がある。


